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【文部科学大臣賞】 

  

東京都・青梅市立第二中学校 2年 

  関口 美夢 

恥じない姿勢 

 「これは行かなきゃ！」特訓に参加するにあたりこう気持ちを変えたことがあります。 

それは参加する先輩の存在。夏休みだからこそ宿題、合唱コンのピアノ伴奏練習、部活、

塾、、、１日１日の予定をどう調整するか。体力的にも限界、だけど普段なかなか会えなくな

った先輩達に会いたい！ 参加する先輩達の名前を聞き「頑張らないと！」と迷いがなくなり、

一瞬で心は決まった。 

地方の大学に進学した先輩は、夜行バスで帰りそのまま来て、次の日も時間ギリギリまで

書いて、そのままバスで帰っていきました。 

 遠方からくる先輩は、わずか数時間のために近隣のホテルに泊まって取り組んでいました。 

 友人が留学する送別会に行かず、練習しながら気にかけていたり、高校 3年の受験生が学校

後に片道数時間かけて来ていたり、、、 

それだけでなく、私が聞くと、休憩時間に勉強も教えてくれます。 

 そしてそんな先輩達が書く姿は勉強になりますし、早くあんな作品を書きたいと思い続けて

います。 

 先輩達が見せてくれる背中を私も見せられるようになりたいです。それがこの賞に恥じない

私の取り組みだと思っています。 

 この度は本当にありがとうございました。 


